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Ｑ
国
民
健
康
保
険
費
の

財
政
安
定
化
支
援
金
を
一

〇
〇
％
繰
り
入
れ
る
検
討

は
、
こ
の
間
さ
れ
て
き
て

い
る
か
。
旧
香
北
町
は
全

額
繰
り
入
れ
さ
れ
て
い
た
。

Ａ
基
準
財
政
需
用
額
に

算
入
さ
れ
て
く
る
も
の
は

た
く
さ
ん
あ
る
。
交
付
税

は
一
般
会
計
な
の
で
財
政

サ
イ
ド
の
考
え
で
そ
れ
を

配
分
す
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。

Ｑ
国
か
ら
示
さ
れ
た
実

質
公
債
比
率
の
指
標
を
問

う
。
ま
た
、
本
市
の
実
質

公
債
比
率
は
一
六
％
に
な

っ
て
い
る
が
、
今
後
の
見

通
し
は
。

Ａ
実
質
公
債
比
率
が
一

八
％
以
上
に
な
る
と
県
の

許
可
が
必
要
と
な
る
。
ま

た
、
本
市
の
実
質
公
債
比

Ｑ
学
校
給
食
費
の
収
入

未
済
額
の
状
況
、
不
納
欠

損
に
な
ら
な
い
た
め
の
取

り
組
み
は
。

Ａ
現
年
度
分
が
百
五
件
、

平
成
十
六
年
が
二
十
九

件
、
十
七
年
が
四
十
五
件

と
な
っ
て
い
る
。
原
課
と

収
納
管
理
課
で
、
訪
問
す

る
な
ど
し
て
回
収
に
努
め

た
い
。

Ｑ
需
用
費
で
電
気
料
が
、

今
年
の
予
算
に
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
半
額
に
な
る

の
は
い
つ
か
ら
か
。

Ａ
現
在
合
併
後
の
三
町

村
間
で
調
整
中
だ
。
旧
土

佐
山
田
町
は
自
治
会
の
防

犯
灯
電
気
料
は
二
分
の
一

補
助
だ
が
、
旧
香
北
町
は

全
額
支
払
わ
れ
て
い
る
。

早
急
に
調
整
す
る
。
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率
は
、
今
後
数
年
は
維
持

で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
、
こ
れ
か
ら
先
、
分
母

と
な
る
地
方
交
付
税
等
が

減
少
し
て
い
く
方
向
に
な

る
と
若
干
上
が
っ
て
く
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ
災
害
対
策
費
に
関
し

て
、
自
主
防
災
組
織
を
維

持
す
る
た
め
の
補
助
金
は

出
せ
な
い
も
の
か
。

Ａ
現
在
、
自
主
防
災
組

織
に
お
け
る
防
災
訓
練
等

に
対
し
て
、
年
間
一
万
円

以
内
で
援
助
し
て
い
る

が
、
自
主
防
災
組
織
の
支

援
は
今
後
の
検
討
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
繰
入
金
四
百
六
十
六

万
円
の
積
算
根
拠
に
つ
い

て
。

Ａ
住
宅
新
築
資
金
の
会

計
は
、
貸
付
金
の
諸
収
入

で
賄
っ
て
お
り
、
公
債
費

や
借
入
金
の
返
済
に
充
て

て
い
る
。
前
年
度
並
み
の

予
算
を
規
定
で
組
ん
で
い

る
が
、
取
り
組
み
成
果
や

繰
り
上
げ
償
還
も
あ
り
、

第3回定例会（9月）より継続審査となっていた、18年度各会計決算について、
各常任委員長より、報告があった。質疑・討論の後、審査の結果、全員賛成によ
り認定された。

総
務
常
任
委
員
会

連
合
審
査

平
成
18
年
度
一
般
会
計
決
算



Ｑ
滞
納
解
消
に
関
し
、

収
納
管
理
課
と
の
連
携
は

ど
の
よ
う
に
と
っ
て
い
る

の
か
。

Ａ
滞
納
に
な
れ
ば
収
納

管
理
課
に
お
願
い
し
て
い

る
が
、
分
納
誓
約
に
つ
い

て
は
保
険
課
も
立
ち
会
っ

て
い
る
。
分
納
に
な
る
と

短
期
証
が
発
行
さ
れ
る
の

で
、
収
納
管
理
課
と
連
絡

を
密
に
し
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ
今
後
、
医
療
費
を
抑

制
す
る
た
め
の
施
策
は
。

Ａ
健
康
づ
く
り
推
進
課
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
生

涯
学
習
課
と
連
携
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
健
康
づ

く
り
は
高
齢
者
に
な
っ
て

か
ら
で
な
く
、
若
い
と
き

か
ら
啓
発
し
、
意
識
を
高

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

Ｑ
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
に
つ
い
て
、
死
亡
の

方
の
保
険
料
滞
納
分
を
ど

の
よ
う
に
処
理
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
死
亡
一
時

金
は
、
滞
納
が
あ
る
方
に

関
し
て
ど
の
よ
う
に
処
理

さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
引
き
継
が
れ
る
家
族

に
請
求
し
て
い
る
。
家
族

が
い
な
い
場
合
は
、
時
効

に
よ
り
判
断
し
、
不
能
欠

損
処
理
を
し
て
い
る
。
死

亡
一
時
金
は
、
い
っ
た
ん

請
求
者
に
渡
し
て
か
ら
滞

納
分
に
充
て
て
も
ら
っ
て

い
る
。

Ｑ
老
人
保
健
特
別
会
計

の
今
後
の
見
通
し
と
、
医

療
給
付
費
の
内
容
は
。

Ａ
七
十
歳
か
ら
七
十
五

歳
に
対
象
年
齢
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
経

過
措
置
に
よ
り
医
療
費
が

減
少
し
た
が
、
経
過
措
置

が
終
了
し
た
た
め
、
今
後

千
二
百
万
円
ほ
ど
の
諸
収

入
を
受
け
、
予
想
よ
り
二

千
万
円
多
く
な
る
こ
と
か

ら
、
差
し
引
き
し
た
金
額

で
あ
る
。

Ｑ
何
年
ま
で
回
収
す
る

か
。

Ａ
公
債
費
は
、
二
十
五

年
で
借
り
て
お
り
、
最
終

貸
し
付
け
は
平
成
八
年

で
、
同
三
十
三
年
ま
で
残

る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
五

十
七
年
に
貸
し
付
け
し
た

も
の
が
終
了
す
る
。

Ｑ
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
制
度
、
改
善
対
策
全
国

協
議
会
に
参
加
し
た
と
あ

る
が
、
会
の
内
容
と
成
果

は
。

Ａ
住
新
の
貸
付
金
に
つ

い
て
は
、
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
法
的
処

置
の
方
法
等
に
つ
い
て
、

勉
強
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

旧
土
佐
山
田
町
時
代
か

ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
一

定
の
成
果
は
上
が
っ
て
い

る
。

は
若
干
の
増
加
傾
向
に
な

る
と
思
う
。
医
療
給
付
費

が
全
体
と
し
て
減
少
し
て

い
る
要
因
は
、
自
己
負
担

割
合
が
高
く
な
っ
た
こ
と

と
、
薬
価
の
改
定
等
が
影

響
し
て
い
る
。
ま
た
、
一

人
当
た
り
の
医
療
給
付
費

も
減
少
し
て
い
る
。

Ｑ
介
護
保
険
特
別
会
計

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
率
は
ど

う
か
。
ま
た
、
保
険
料
の

徴
収
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

Ａ
サ
ー
ビ
ス
利
用
率
は

さ
ほ
ど
変
化
は
な
い
。
保

険
料
の
徴
収
は
、
普
通
徴

収
が
影
響
し
、
徴
収
率
が

下
が
っ
て
い
る
。
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Ｑ
簡
易
水
道
特
別
会
計

の
水
道
使
用
料
の
中
で
不

納
欠
損
額
と
収
入
未
済
額

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

今
ま
で
不
納
欠
損
は
な
い

と
説
明
を
受
け
て
き
た
。

ど
う
い
う
理
由
で
不
納
欠

損
額
が
生
じ
た
の
か
。

Ａ
こ
れ
ま
で
の
説
明
ど

お
り
現
年
分
の
徴
収
率
を

上
げ
る
と
い
う
事
を
第
一

の
目
標
に
や
っ
て
い
る
。

計
上
さ
れ
て
い
る
不
納
欠

損
額
の
状
況
内
容
は
死
亡

に
関
す
る
も
の
が
七
名
で

五
十
一
件
、
行
方
不
明
が

四
名
で
三
十
一
件
、
行
方

不
明
は
五
年
間
追
跡
し
、

な
お
不
明
の
場
合
の
未
収

額
だ
。
本
人
の
時
効
援
用

が
二
名
、
十
五
件
で
合
計

十
三
名
、
九
十
七
件
と
な

っ
て
い
る
。

Ｑ
公
共
下
水
道
に
関
し

て
は
、
加
入
率
が
上
が
っ

て
も
黒
字
転
換
は
望
め
な

い
か
。

Ａ
起
債
償
還
金
が
経
費

を
押
し
上
げ
て
い
る
。
土

佐
山
田
で
三
十
九
億
五
千

万
円
、
香
北
で
十
九
億
八

千
万
円
の
未
償
還
額
が
あ

る
。
償
還
が
終
了
し
な
い

と
黒
字
へ
の
転
換
は
厳
し

い
。

Ｑ
今
後
、
下
水
道
事
業

の
範
囲
の
縮
小
と
か
事
業

計
画
の
見
直
し
を
検
討
す

る
の
か
。

Ａ
土
佐
山
田
の
場
合
、

公
共
下
水
道
事
業
計
画
は

市
街
化
区
域
が
平
成
二
十

一
年
度
完
了
予
定
で
、
そ

の
後
平
成
二
十
二
年
か
ら

神
母
ノ
木
地
域
へ
の
計
画

を
も
っ
て
い
る
が
、
区
域

拡
大
に
つ
い
て
は
財
政
課

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。
下
水
道
の

普
及
促
進
は
行
政
の
総
合

的
な
検
討
、
判
断
を
要
す

る
。

Ｑ
下
水
道
の
加
入
率
が

四
八
％
の
状
況
の
中
、
今

後
、
供
給
率
の
向
上
を
図

ら
な
い
と
経
費
負
担
の
圧

縮
に
つ
な
が
ら
な
い
と
考

え
る
が
、
担
当
課
だ
け
で

な
く
行
政
全
般
の
協
議
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
下
水
道
整
備
事
業
は

環
境
衛
生
行
政
の
側
面
も

も
っ
て
い
る
の
で
そ
の
こ

と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
経
費
圧
縮
の
一

つ
の
方
法
と
し
て
使
用
料

ア
ッ
プ
が
あ
る
。
香
美
市

の
使
用
料
は
全
国
平
均
よ

り
安
い
の
で
平
成
二
十
一

年
度
ご
ろ
に
見
直
し
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
加
入
率
向
上
の
方
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
会
計
検
査
院
か
ら
も

加
入
率
は
少
な
く
と
も
七

〇
％
は
確
保
せ
よ
と
の
指

導
も
あ
る
が
、
接
続
区
域

内
に
は
高
齢
者
が
い
る
こ

と
、
家
を
継
ぐ
方
が
い
な

い
、
使
用
料
負
担
が
厳
し

い
な
ど
の
理
由
で
、
加
入

率
向
上
が
難
し
い
状
況
に

あ
る
。

Ｑ
簡
易
水
道
事
業
の
繰

入
金
に
マ
イ
ナ
ス
補
正
が

あ
る
が
そ
の
理
由
は
。

Ａ
今
回
、
事
業
を
抑
制

し
た
こ
と
や
料
金
の
改
定

も
あ
る
が
、
当
初
見
積
も

っ
て
い
た
収
入
額
よ
り
も

多
く
な
っ
た
た
め
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が

減
額
と
な
っ
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

西川簡易水道配水施設

美良布簡易水道取水施設（日ノ御子）


